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中
野
裕
三
著

『
国
学
者
の
神
信
仰

―
神
道
神
学
に
基
づ
く
考
察
―
』

武

田

幸

也

　

本
書
『
国
学
者
の
神
信
仰
』
は
、
著
者
の
神
道
神
学
に
関
す
る
論

考
を
一
書
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
神
道
神
学
に
関
す
る
最
新
の

成
果
の
一
つ
で
あ
る
。
神
道
神
学
の
出
発
点
は
、
神
道
指
令
に
よ
る
、

国
家
と
神
社
と
の
分
離
に
由
来
す
る
。
戦
前
の
神
社
は
あ
く
ま
で
非

宗
教
的
存
在
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
学
問
と
し
て
神
道
神
学
が

自
覚
的
に
営
ま
れ
て
は
こ
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
戦
後
、
神
社
神

道
が
一
宗
教
と
し
て
出
発
す
る
に
あ
た
り
、
神
社
神
道
に
お
い
て
神

道
神
学
と
い
う
学
問
の
樹
立
が
一
つ
の
課
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

か
か
る
経
緯
を
背
景
と
し
、
戦
後
の
、
神
道
神
学
研
究
の
嚆
矢
と
し

て
、
小
野
祖
教
氏
の
業
績
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
次
い
で
上
田
賢
治
氏

の
業
績
が
あ
り
、
近
年
で
は
、
安
蘇
谷
正
彦
氏
が
神
道
神
学
に
関
し

て
積
極
的
に
研
究
を
進
め
て
い
る
。
尚
、
こ
の
三
氏
の
業
績
以
外
に

も
神
道
神
学
に
関
わ
る
業
績
は
い
く
つ
か
存
在
す
る
が
、
と
り
わ
け
、

こ
の
三
氏
は
神
道
神
学
と
い
う
学
問
の
体
系
化
を
目
指
し
て
い
る
と

い
う
点
に
お
い
て
、
他
の
神
学
に
関
わ
る
論
考
と
は
一
線
を
画
し
て

い
る
と
評
価
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
神
道
神
学
に
関
す

る
研
究
・
議
論
は
、
必
ず
し
も
活
発
に
行
わ
れ
て
き
た
と
は
言
い
難

い
。
こ
う
し
た
状
況
は
、
神
社
神
道
は
宗
教
か
否
か
と
い
う
問
題
や
、

教
祖
の
存
在
し
な
い
宗
教
で
あ
る
神
道
に
お
い
て
神
学
が
必
要
な
の

か
、
と
い
っ
た
考
え
が
神
社
神
道
に
お
い
て
根
強
く
存
在
す
る
こ
と

に
由
来
し
よ
う
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
本
書
は
、
久
々
に

神
道
神
学
を
正
面
か
ら
論
じ
た
研
究
書
で
あ
る
。

　

以
下
、
本
書
の
概
要
を
紹
介
し
、
若
干
の
所
感
を
述
べ
た
い
。

序
論　

戦
後
神
道
神
学
研
究
史
と
本
書
の
課
題

第
一
編　

本
居
宣
長
の
神
信
仰

　

第
一
章　

ル
ー
ド
ル
フ
・
オ
ッ
ト
ー
の
ヌ
ミ
ノ
ー
ゼ
概
念

　
　
　
　
　
　
　

―
本
居
宣
長
の
「
神
の
定
義
と
の
比
較
」
―

　

第
二
章　

本
居
宣
長
の
神
観
念

第
二
編　

橘
守
部
の
神
信
仰

　

第
一
章　

橘
守
部
の
神
理
解

　

第
二
章　
「
顕
生
魂
」
説
の
原
由
―
橘
守
部
の
神
学
―

第
三
編　

鈴
木
重
胤
の
神
信
仰

　

第
一
章　

鈴
木
重
胤
と
神
祇
祭
祀

　
　
　
　
　
　
　

―
神
学
確
立
過
程
に
関
す
る
一
考
察
―

　

第
二
章　
『
祝
詞
講
義
』
と
明
治
期
の
祝
詞
研
究

第
四
編　

組
織
神
学
に
基
づ
く
神
道
の
神
理
解
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第
一
章　

荒
魂
考

　

第
二
章　
“
豊
受
大
神
敬
祭
説
”
を
め
ぐ
っ
て

　

第
三
章　

多
神
信
仰
の
論
理
―
国
学
者
の
視
点
―

補
論　

近
代
神
宮
の
道
程
―
御
巫
清
直
の
思
想
と
古
儀
復
興
―

結
論

　

内
容
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
本
書
の
前
提
と
し
て
、
上
田
賢
治
氏

の
神
道
神
学
に
つ
い
て
若
干
述
べ
て
お
こ
う
。
こ
れ
は
、
本
書
の
序

論
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
書
が
基
本
的
に
上
田
氏
の
神
道
神

学
の
方
法
論
を
踏
ま
え
て
、
著
さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
上

田
神
学
の
特
徴
と
は
、
神
道
神
学
を
「
組
織
神
学
」、「
歴
史
神
学
」、

「
実
践
神
学
」
の
三
つ
の
分
野
に
分
類
し
、
そ
の
中
核
と
し
て
「
組

織
神
学
」
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
組
織
神
学
」
は
信
仰

を
構
造
的
に
捉
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
の
際
、
上
田
氏
が
重

視
し
た
の
が
記
紀
神
話
で
あ
っ
た
。
上
田
氏
は
、
記
紀
神
話
を
基
礎

資
料
と
し
て
、
仮
説
的
に
組
織
神
学
と
し
て
、
神
道
信
仰
の
基
本
構

造
を
論
じ
、
次
い
で
「
歴
史
神
学
」
に
よ
っ
て
、
そ
の
信
仰
を
検
証

す
る
。「
歴
史
神
学
」
は
、
信
仰
の
歴
史
的
展
開
の
諸
相
に
よ
っ
て
、

「
組
織
神
学
」
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
た
信
仰
の
基
本
構
造
を
検
証
す

る
こ
と
で
あ
り
、
同
時
に
歴
史
的
に
展
開
さ
れ
た
信
仰
が
組
織
神
学

の
視
点
か
ら
、
正
統
な
信
仰
と
い
い
う
る
の
か
を
検
証
す
る
も
の
で

あ
る
。
最
後
に
「
実
践
神
学
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
組
織
神
学
」

に
よ
り
抽
出
さ
れ
た
信
仰
の
原
理
を
、
現
在
の
諸
問
題
に
如
何
に
対

応
せ
し
め
る
か
と
い
う
こ
と
を
課
題
と
す
る
神
学
で
あ
る
。

　

本
書
の
内
容
は
、
こ
の
上
田
神
学
の
方
法
論
に
従
い
、「
歴
史
神

学
」
に
重
き
を
お
い
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
近
世
国
学

者
の
業
績
を
神
道
神
学
そ
の
も
の
と
位
置
づ
け
、
国
学
者
の
神
信
仰

を
検
討
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
そ
の
「
歴
史
神
学
」
に
よ
る
成
果

を
用
い
て
、「
組
織
神
学
」
に
お
け
る
、
神
道
の
神
理
解
を
論
じ
た

も
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
本
書
の
内
容
に
つ
い
て
略
述
し
よ
う
。
著
者
は
序
論
に

お
い
て
、
戦
後
の
神
道
神
学
の
歴
史
と
し
て
、
小
野
祖
教
氏
、
安
津

素
彦
氏
、
上
田
賢
治
氏
、
の
三
氏
を
取
り
上
げ
、
三
氏
が
ど
の
よ
う

な
方
法
論
を
用
い
て
神
道
信
仰
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
の
か
を

論
じ
て
い
る
。
こ
れ
ら
三
氏
の
具
体
的
な
神
学
論
に
つ
い
て
は
論
考

に
譲
る
が
、
著
者
は
三
氏
の
業
績
を
概
観
し
た
上
で
、
三
氏
の
共
通

点
と
し
て
、
神
学
は
研
究
者
の
信
仰
を
前
提
と
し
て
い
る
点
、
神
学

の
課
題
を
神
道
信
仰
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
問
う
こ
と
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
点
の
二
つ
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、
著

者
は
、
神
道
神
学
を
「
研
究
者
の
信
仰
を
前
提
と
し
て
、
神
道
信
仰

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
理
性
的
・
論
理
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
課
題
と
す
る
学
問
」
と
規
定
し
、
方
法
論
と
し
て
上
田
神
学
が
最

も
有
効
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
著
者
は
、
本
書
を
貫
く

問
題
意
識
と
し
て
、
二
つ
の
点
を
述
べ
る
。
一
つ
は
、
近
世
国
学

者
の
業
績
が
、
神
道
神
学
と
い
う
名
称
で
は
な
か
っ
た
に
し
て
も
、
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「
ま
さ
し
く
今
日
意
味
す
る
と
こ
ろ
の
「
神
道
神
学
」
で
あ
っ
た
」

と
す
る
認
識
か
ら
、
国
学
者
の
著
作
を
分
析
す
る
際
に
は
、
そ
の
神

道
信
仰
を
重
視
す
る
と
い
う
視
座
を
設
け
る
こ
と
。
二
つ
は
、
信
仰

が
「
言
語
」
の
み
に
よ
っ
て
表
出
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、「
行
為
」

や
「
視
覚
」
と
い
っ
た
異
な
る
表
出
形
態
が
あ
る
と
い
う
近
年
の
宗

教
学
の
成
果
を
援
用
し
、
神
道
神
学
を
論
じ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

第
一
編
で
は
、「
本
居
宣
長
の
神
信
仰
」
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
内
、
第
一
章
「
ル
ー
ド
ル
フ
・
オ
ッ
ト
ー
の
ヌ
ミ
ノ
ー
ゼ
概
念

―
本
居
宣
長
の
「
神
の
定
義
と
の
比
較
」
―
」
で
は
、
ド
イ
ツ
の
宗

教
学
者
オ
ッ
ト
ー
の
ヌ
ミ
ノ
ー
ゼ
概
念
と
、
本
居
宣
長
の
「
神
の
定

義
」
を
比
較
し
て
い
る
。
か
か
る
方
法
論
は
、
加
藤
玄
智
、
原
田
敏

明
、
安
津
素
彦
と
い
っ
た
研
究
者
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
て
き
た
。
著

者
は
改
め
て
、
オ
ッ
ト
ー
の
ヌ
ミ
ノ
ー
ゼ
と
い
う
概
念
を
検
討
す
る

と
と
も
に
、
こ
の
概
念
と
、
宣
長
の
「
神
の
定
義
」
と
の
比
較
を
通

し
て
、
両
者
が
近
似
す
る
概
念
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し
、
他
方
で
両

者
の
相
違
点
に
神
道
信
仰
の
特
徴
を
見
い
だ
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、

ヌ
ミ
ノ
ー
ゼ
と
は
、
崇
拝
対
象
に
対
す
る
「
宗
教
感
情
の
非
合
理
的

な
側
面
」
で
あ
り
、「
厳
密
な
意
味
に
於
い
て
定
義
す
る
こ
と
の
で

き
な
い
も
の
、
合
理
的
な
概
念
に
よ
っ
て
指
し
示
す
こ
と
の
で
き
な

い
も
の
」
の
こ
と
で
あ
る
。

　

第
一
編
第
二
章
「
本
居
宣
長
の
神
観
念
」
で
は
、
本
居
宣
長
の
神

観
念
が
中
心
的
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
第
二
章
に
お
け
る
著
者
の
問

題
意
識
は
、
村
岡
典
嗣
以
来
、
先
行
研
究
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
て
き

た
、
宣
長
の
「
神
の
定
義
」
に
立
脚
す
る
多
神
論
的
神
格
理
解
と
、

絶
対
神
を
前
提
と
し
た
神
理
解
と
い
う
、
二
つ
の
矛
盾
す
る
信
仰
を

宣
長
が
有
し
て
い
た
と
い
う
理
解
に
対
し
て
、
こ
の
二
つ
の
神
理
解

が
必
ず
し
も
宣
長
の
神
理
解
に
お
い
て
矛
盾
す
る
物
で
は
な
い
の
で

は
な
い
か
、
と
い
う
点
に
あ
る
。
著
者
は
か
か
る
問
題
意
識
か
ら
、

宣
長
の
畢
生
の
大
著
た
る
『
古
事
記
伝
』
稿
本
の
成
立
過
程
か
ら
、

宣
長
の
「
御
霊
の
神
学
」
の
形
成
過
程
を
緻
密
に
論
じ
て
い
る
。
こ

の
「
御
霊
の
神
学
」
の
確
立
に
よ
っ
て
、
宣
長
の
多
神
論
的
神
格
理

解
と
、
絶
対
神
を
前
提
と
す
る
神
理
解
と
が
一
貫
し
た
神
学
に
よ
っ

て
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
論
じ
、
こ
の
二
つ
の
理
解
が
、
宣
長
の
受
容

し
た
「
一
即
多
」
と
い
う
発
想
法
に
よ
っ
て
、
矛
盾
無
く
両
立
し
て

い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

第
二
編
に
お
い
て
は
、「
橘
守
部
の
神
信
仰
」
が
中
心
的
に
論
じ

ら
れ
て
い
る
。
第
一
章
「
橘
守
部
の
神
理
解
」
は
、
橘
守
部
の
神
理

解
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
本
居
宣
長
の
神
理
解
を
比
較
検
討
す
る

こ
と
に
よ
り
、
国
学
に
お
け
る
神
理
解
の
変
遷
を
論
じ
た
も
の
で
あ

る
。
本
論
考
で
は
、
守
部
神
学
の
課
題
が
「
神
霊
の
実
在
論
証
」
に

あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
守
部
神
学
と
宣
長
神
学
を
比
較
検

討
し
、
両
者
の
相
違
点
と
共
通
点
を
論
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
著

者
は
、
人
が
神
を
理
解
す
る
契
機
と
し
て
、「
所
与
の
聖
典
（
神
典
）

を
通
じ
て
、
あ
る
い
は
自
ら
の
信
仰
体
験
（
実
存
的
体
験
）
を
基
本
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と
し
て
認
識
さ
れ
る
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。」
と
、
二
つ
の
契
機
を

指
摘
し
、
前
者
を
宣
長
の
立
場
と
し
、
後
者
を
守
部
の
立
場
と
す
る
。

そ
し
て
、
守
部
の
神
理
解
が
、
守
部
自
身
の
「
神
に
対
す
る
イ
メ
ー

ジ
、
つ
ま
り
ア
・
プ
リ
オ
リ
な
神
理
解
」
に
従
っ
て
神
典
を
解
釈
す

る
と
こ
ろ
に
表
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

　

第
二
編
第
二
章
「「
顕
生
魂
」
説
の
原
由
―
橘
守
部
の
神
学
―
」

は
、
橘
守
部
が
自
身
の
学
問
の
深
化
に
よ
っ
て
、
本
居
宣
長
の
学
説

の
祖
述
か
ら
、
自
ら
の
神
学
確
立
へ
と
至
る
過
程
を
「
顕
生
魂
」
説

と
い
う
守
部
独
自
の
霊
魂
観
に
着
目
し
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
本
論

考
で
問
題
と
な
る
、「
顕
生
魂
」
と
は
、「
荒
御
魂
」
を
本
居
宣
長
の

「
神
の
具
え
る
異
な
る
働
き
に
対
す
る
呼
び
名
」
と
い
う
理
解
で
は

な
く
、「
幽
世
に
坐
し
ま
す
本
来
の
御
霊
（
和
魂
）
が
具
体
的
に
そ

の
働
き
を
顕
に
示
す
（「
顕
れ
給
ふ
」）
こ
と
」
で
あ
る
と
解
釈
す
る

も
の
で
あ
る
。
著
者
は
本
論
考
に
お
い
て
、
守
部
の
著
述
稿
本
を
丹

念
に
検
討
し
、
守
部
自
身
の
敬
虔
な
信
仰
と
、
学
問
の
深
化
に
伴
う

守
部
神
学
の
課
題
の
明
確
化
に
よ
っ
て
、
宣
長
の
学
説
を
批
判
す
る

に
至
る
経
緯
を
解
明
し
て
い
る
。
次
い
で
、
著
者
は
、
守
部
の
神
学

構
造
を
分
析
し
、『
稜
威
道
別
』
と
『
歴
朝
神
異
例
』
が
相
互
補
完

関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
論
証
し
て
い
る
。
そ
し
て
著
者
は
、
守
部
が
、

神
話
伝
承
の
み
な
ら
ず
、
神
社
故
実
に
も
注
意
を
払
う
こ
と
に
よ
っ

て
、「
顕
生
魂
」
説
を
提
唱
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

第
三
編
で
は
、「
鈴
木
重
胤
の
神
信
仰
」
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

第
一
章
「
鈴
木
重
胤
と
神
祇
祭
祀
―
神
学
確
立
過
程
に
関
す
る
一
考

察
―
」
で
は
、
鈴
木
重
胤
の
朝
廷
と
伊
勢
神
宮
の
祭
祀
を
め
ぐ
る
議

論
に
焦
点
を
絞
り
、
重
胤
の
神
学
を
論
じ
て
い
る
。
重
胤
神
学
の
特

徴
を
著
者
は
、「
神
道
信
仰
を
論
ず
る
に
あ
た
り
、
神
話
伝
承
の
み

な
ら
ず
神
祇
祭
祀
の
重
要
性
を
も
認
識
し
、
双
方
に
対
し
て
、
対
等

の
価
値
を
見
出
し
た
」
点
に
あ
る
と
す
る
。
次
い
で
、
著
者
は
重
胤

の
神
祇
祭
祀
を
重
視
す
る
方
法
論
が
平
田
篤
胤
の
学
問
の
受
容
に

よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
こ
と
を
論
じ
、
さ
ら
に
は
、
重
胤
の
「
神
廷
朝

廷
一
体
の
論
」
確
立
に
お
い
て
篤
胤
の
暦
研
究
が
決
定
的
な
役
割
を

果
た
し
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
こ
う
し
た
、
重
胤
の
神
祇
祭
祀
を

重
視
す
る
神
学
が
明
確
に
主
張
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
著
者
は
、
重

胤
の
「
修
理
固
成
」
の
神
勅
に
対
す
る
解
釈
を
あ
げ
、
重
胤
の
大
嘗

祭
の
解
釈
を
踏
ま
え
て
、
重
胤
の
「
修
理
固
成
」
解
釈
が
人
間
存
在

の
重
要
性
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

第
三
編
第
二
章
「『
祝
詞
講
義
』
と
明
治
期
の
祝
詞
研
究
」
は
、

鈴
木
重
胤
の
『
祝
詞
講
義
』
が
明
治
期
の
祝
詞
研
究
に
お
い
て
、
ど

の
よ
う
に
受
容
さ
れ
た
の
か
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
、
明

治
期
の
祝
詞
研
究
を
概
観
し
た
上
で
、
賀
茂
真
淵
、
本
居
宣
長
、
鈴

木
重
胤
の
業
績
が
中
心
と
な
っ
て
き
た
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
重

胤
の
学
説
が
久
保
季
茲
や
阪
正
臣
の
祝
詞
研
究
に
ど
の
よ
う
に
引
用

さ
れ
て
い
る
か
を
具
体
的
に
検
討
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
明
治

期
の
祝
詞
研
究
で
は
、
重
胤
の
『
祝
詞
講
義
』
が
非
常
に
重
視
さ
れ
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て
い
た
こ
と
を
論
証
し
て
い
る
。

　

第
四
編
に
お
い
て
は
、「
組
織
神
学
に
基
づ
く
神
道
の
神
理
解
」

が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
第
四
編
第
一
章
で
は
、「
荒
魂
考
」
と
し

て
、「
荒
魂
」
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
べ
き
か
が
論
じ
ら
れ
て
い

る
。
本
論
考
で
は
、
上
田
賢
治
氏
の
「
荒
魂
」
解
釈
を
確
認
し
た
上

で
、
本
居
宣
長
、
橘
守
部
の
「
荒
魂
」
理
解
を
検
討
し
た
上
で
、
神

社
祭
祀
と
い
う
視
点
か
ら
は
「
荒
魂
」
が
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る

の
か
を
検
討
し
て
い
る
。
本
論
考
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
国
学
者
の

理
解
の
み
な
ら
ず
、
現
実
の
神
社
祭
祀
、
と
り
わ
け
、
神
霊
の
「
荒

魂
」
を
奉
斎
す
る
神
社
の
祭
祀
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
守
部
の

「
顕
生
魂
」
説
に
、「
荒
魂
」
信
仰
の
本
義
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

論
じ
て
い
る
点
に
あ
ろ
う
。

　

第
四
編
第
二
章
「“
豊
受
大
神
敬
祭
説
”
を
め
ぐ
っ
て
」
で
は
、

神
宮
の
外
宮
に
鎮
座
す
る
豊
受
大
神
を
、
多
神
信
仰
を
前
提
と
す
る

神
道
信
仰
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
の
か
を
論
じ
た
も
の

で
あ
る
。
著
者
は
こ
の
問
題
を
考
え
る
上
で
、
近
世
に
本
居
宣
長

の
『
伊
勢
二
宮
さ
き
竹
の
弁
』
に
端
を
発
す
る
論
争
を
取
り
上
げ
て

い
る
。
著
者
は
か
か
る
国
学
者
と
神
宮
学
者
の
論
争
を
神
学
論
争
と

理
解
し
、
宣
長
の
学
説
を
確
認
し
た
上
で
、
益
谷
末
寿
、
橋
村
正
兌

の
各
学
説
を
検
討
し
て
い
る
。
著
者
は
、
宣
長
の
学
説
が
古
伝
承
に

明
確
な
根
拠
を
見
い
だ
せ
な
い
と
す
る
益
谷
末
寿
の
反
論
に
対
し
て
、

古
伝
承
の
み
な
ら
ず
、
神
祇
祭
祀
や
宮
社
の
在
り
方
を
も
踏
ま
え
豊

受
大
神
敬
祭
説
を
論
じ
た
橋
村
正
兌
の
学
説
に
、
賛
意
を
表
明
し
、

「
宗
教
は
言
語
だ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
表
出
形
態
を
通
じ
て
そ
の

内
容
を
示
し
て
い
る
」
と
い
う
理
解
か
ら
、「
教
祖
の
教
え
を
中
心

と
し
て
民
族
を
超
え
て
伝
播
す
る
世
界
宗
教
と
は
構
造
を
異
に
す
る

神
道
は
、
そ
う
し
た
性
格
が
よ
り
一
層
顕
著
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。」

と
述
べ
、
神
祇
祭
祀
や
宮
社
の
在
り
方
を
踏
ま
え
、
神
道
の
信
仰
を

考
え
る
必
要
を
論
じ
て
い
る
。

　

第
四
編
第
三
章
「
多
神
信
仰
の
論
理
―
国
学
者
の
視
点
―
」
で
は
、

近
世
・
近
代
の
国
学
者
の
神
理
解
を
確
認
し
、
神
と
神
と
の
関
係
や
、

複
数
の
神
に
ど
の
よ
う
に
接
す
る
の
か
、
と
い
う
問
題
を
検
討
し
て

い
る
。
著
者
は
、
本
論
考
に
お
い
て
、
橘
守
部
、
益
谷
末
寿
、
橋
村

正
兌
、
鈴
木
重
胤
、
常
世
長
胤
、
と
い
っ
た
国
学
者
の
学
説
を
取
り

上
げ
、
こ
れ
ら
国
学
者
の
学
説
を
検
討
し
、
国
学
者
に
見
出
さ
れ
る

多
神
信
仰
の
論
理
と
は
、「
一
即
多
」
の
発
想
法
と
は
明
確
に
異
な

る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
結
論
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

彼
ら
国
学
者
の
学
説
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
神
々
に
於
け
る
、

個
別
存
在
の
独
自
性
や
固
有
性
と
い
う
も
の
を
重
視
し
な
が
ら
、

現
実
存
在
世
界
の
修
理
固
成
と
い
う
全
体
的
な
課
題
に
対
し
て
、

そ
れ
ら
個
別
存
在
が
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に
秩
序
を
形
成
し
、

そ
し
て
関
与
す
る
の
か
と
い
っ
た
問
題
を
、
異
な
る
着
眼
点
か

ら
論
じ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
換
言
す
れ
ば
、
神
道
信
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仰
の
課
題
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
多
様
な
職
能
を
備
え
る
人
の
力

を
超
え
た
神
々
の
御
稜
威
（
働
き
）
を
、
人
が
個
別
に
畏
み
敬

い
、
且
つ
そ
う
し
た
神
霊
の
御
業
と
調
和
し
な
が
ら
生
を
営
む

こ
と
を
通
じ
て
、
生
成
発
展
を
実
現
す
る
こ
と
に
あ
る
の
だ
ろ

う
。

　

補
論
「
近
代
神
宮
の
道
程
―
御
巫
清
直
の
思
想
と
古
儀
復
興
―
」

は
、
近
世
か
ら
近
代
に
お
け
る
神
宮
学
の
泰
斗
・
御
巫
清
直
を
取
り

上
げ
た
論
考
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
清
直
に
関
す
る
研
究
は
、
清
直

の
考
証
が
、
如
何
に
神
宮
の
古
儀
復
興
や
遷
宮
に
反
映
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
が
多
か
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
著
者
は
清
直
の
神
宮
学
を
思
想
・
信
仰
的
側
面
か

ら
分
析
す
る
こ
と
を
本
論
考
の
課
題
と
し
て
設
定
し
、
先
行
す
る
国

学
者
や
神
宮
学
者
か
ら
の
影
響
関
係
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
清
直
の

神
宮
学
を
論
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
清
直
の
神
宮
学
と
は
、「
神
宮

の
故
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
、
神
祇
に
対
す
る
信
仰
と
は
、
一

体
不
可
分
の
関
係
に
あ
っ
た
」
と
論
じ
て
い
る
。

　

最
後
の
結
論
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
論
考
を
ま
と
め
た
上
で
、
今
後

の
課
題
と
し
て
、
国
学
者
の
神
道
信
仰
確
立
に
至
る
時
代
背
景
や
、

国
学
者
の
学
説
形
成
の
契
機
と
な
っ
た
神
宮
や
神
社
の
祭
祀
・
故
実

と
い
う
制
度
的
な
側
面
を
幅
広
く
踏
ま
え
る
必
要
を
あ
げ
、
以
上
の

よ
う
な
視
点
か
ら
、
国
学
者
の
信
仰
を
論
じ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

以
上
、
簡
略
な
が
ら
、
本
書
の
内
容
を
紹
介
し
て
き
た
、
次
い
で

若
干
の
所
感
を
述
べ
た
い
。
本
書
は
、
単
に
神
道
神
学
研
究
に
留
ま

る
の
み
な
ら
ず
、
神
道
思
想
史
研
究
と
し
て
も
高
く
評
価
で
き
よ
う
。

と
り
わ
け
、
国
学
者
の
営
み
を
考
え
る
上
で
、
そ
の
信
仰
を
重
視
す

る
と
い
う
視
点
は
、
従
来
の
思
想
研
究
か
ら
は
窺
え
な
い
、
国
学
者

の
思
想
を
明
ら
か
に
す
る
方
法
で
あ
り
、
国
学
者
の
神
道
思
想
研
究

に
多
く
の
知
見
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

た
だ
、
本
書
の
課
題
と
し
て
は
、
神
道
神
学
史
に
お
い
て
平
田
篤

胤
を
ど
う
位
置
づ
け
る
の
か
と
い
う
点
が
あ
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
。
近
世
の
国
学
者
で
、
現
在
の
神
道
神
学
に
大
き
な
足
跡
を
残
し

た
人
物
と
し
て
、
本
居
宣
長
以
外
に
、
平
田
篤
胤
が
あ
げ
ら
れ
る
こ

と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
篤
胤
は
神
道
の
宗
教
化
を

推
し
進
め
た
人
物
と
評
価
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
本
居
宣
長
、
橘

守
部
、
鈴
木
重
胤
と
の
比
較
と
い
う
意
味
に
お
い
て
も
、
篤
胤
の
神

信
仰
・
神
学
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
近
年
、
神
道
神
学
に
つ
い
て
精
力
的
に
研
究
を
進
め
て
い

る
安
蘇
谷
正
彦
氏
に
対
す
る
言
及
が
本
書
に
存
在
し
な
い
こ
と
は
若

干
の
物
足
り
な
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
私
見
で
は
、
安
蘇
谷
氏
は
、
現

在
の
課
題
に
対
し
て
、
実
践
神
学
的
な
論
考
を
多
く
著
し
て
い
る
。

本
書
に
お
い
て
安
蘇
谷
氏
に
対
す
る
言
及
が
見
い
だ
せ
な
い
理
由
は
、

本
書
の
目
的
に
実
践
神
学
的
な
研
究
が
あ
ま
り
含
ま
れ
て
い
な
い
こ

と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
筆
者
の
採
用
し
た
上
田
神
学
に
お

い
て
は
、
組
織
神
学
・
歴
史
神
学
だ
け
で
な
く
、
実
践
神
学
の
重
要
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性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
本
書
の
組
織
神
学
・
歴
史
神
学

に
よ
る
営
み
が
、
現
在
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
し
て
如
何
に
言
及

し
う
る
の
か
、
と
い
う
点
も
本
書
の
課
題
と
し
て
指
摘
で
き
よ
う
。

　

以
上
簡
略
な
が
ら
本
書
の
内
容
に
つ
い
て
概
観
し
、
若
干
の
所
感

を
述
べ
た
。
本
書
は
、
こ
れ
ま
で
活
発
に
議
論
さ
れ
て
き
た
と
は
言

い
難
い
神
道
神
学
を
、
正
面
か
ら
論
じ
た
も
の
で
あ
り
、
神
道
信
仰

と
は
何
か
、
と
い
う
問
題
意
識
を
有
す
る
人
々
に
と
っ
て
は
必
読
の

書
と
思
わ
れ
る
。
本
書
の
登
場
を
期
に
、
こ
れ
か
ら
の
神
道
神
学
研

究
の
さ
ら
な
る
深
化
を
期
待
し
、
書
評
を
終
え
た
い
。
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